
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成 31年 4月26日 1頁

後期基本計画 平成３１年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０５ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  及川　竜悦

水道総務課長　斉藤　明徳

水道事業の開始から４０年以上が経過し、浄水場等の基幹水道施設や配水管等の老朽化が進行するなかで、岩手山麓の恵ま

れた水源を活用し、市民が必要とする安全な水をいつでも、いつまでも提供するため、安全で強靭な水道の持続を目指しま

す。

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

暮 滝沢市の水道がおいしいと感じている人の割合

1 ら 75.5 75.5 75.5 75.5 75.5 -
％以上 75.5

し - - - - - 0.0

幸 滝沢市に愛着がある人の割合

2 75 77 78 80 80 -
％ 74.6

福 - - - - - 0.0

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成34年度

04050100 安全な水道水の供給
暮

滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合
1 ら

76 76.5 77 77.5 77.5 -
し ％ 75.5

- - - - - 0.0

04050200 強靭な水道の整備と維持
暮

漏水率
2 ら

8.1 7.6 7 6.5 6.5 -
し ％ 8.7

- - - - - 0.0



状

分野では、漏水調査の

況

実施による漏水率の改

分

善や災害対応体制の強

析

化を進めます。また、

(

これらの事業を円滑に

２

継続的

に遂行するため

)

、長期的視点に立って

 

職員の「配置」と「教

基

育」を一体として計画

本

し、組織・人員体制に

施

ついて適切な形を

追求

策

します。

(２) 基本

の

計画期間内の取り組み

実

と方針のうち、平成3

現

1年度の重点課題
基本

に

施策の達成（実現）の

影

ため、「水道事業経営

響

計画」のうち平成３１

す

年度から平成３４年度

る

まで事業計画を策定し

社

ます。

また、老朽水道

会

施設更新と配水管路の

環

耐震化を継続的に実施

境

します。

(３) 基本

変

計画期間及び平成31

化

年度重点課題に基づく

(

優先順位の考え方
安全

３

で強靭な水道施設実現

)

に向け、安定供給に支

 

障を及ぼすリスクの高

政

い基幹水道施設の更新

策

を優先します。

との関連性

３．基本施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成 31年 4月26日 2頁

後期基本計画 平成３１年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０５ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  及川　竜悦

水道総務課長　斉藤　明徳

基本施策目標値である「滝沢市の水道水がおいしいと感じている人の割合」は基準値である平成26年度の68.1％に対し平成

30年度は75.5％となり、引き続き目標値達成に向

政

け、水質管理体制の堅

 

持や水道広報紙などに

 

よる広報活動を推進し

 

ていき

ます。

「漏水率

 

」は全国平均に比べ低

策

いほうですが、平成2

:

0年度末の4.0％を

基

ピークに増加傾向にあ

本

ることから、平成28

施

年度から

大規模な漏水

策

調査と修繕を進めてお

:

りますが、漏水は繰り

主

返されるという性質が

管

あることから、引き続

課

き水資源の有効利用

と

長

コストの縮減を目指し

職

、費用対効果を勘案し

・

ながら漏水対策を講じ

氏

ることが必要です。

国

名

の経済・財政諮問会議

関

において、平成28年

係

度から平成30年度を

課

集中改革期間として地

長

方公営企業の広域化を

職

推進すること

としてお

・

り、総務省からは平成

氏

28年2月29日付で

名

、早期に広域連携に関

２

する検討体制を設置し

．

、平成30年度までを

基

目処に検

討することを

本

求める技術的助言（地

施

方自治法第245条の

策

4第1項）が示されま

の

した。岩手県はこれま

実

で水道整備基本構想に

現

お

いて盛岡広域水道圏

に

など県内3圏域2ブロ

向

ックに分け水利用の広

け

域化を推進してきまし

て

たが、今回の総務省か

の

らの指示を受け

、平成

現

29年5月11日付で

状

盛岡広域ブロック検討

を

会が設置されました。

認

安全な水道水の提供と

識

強靭な施設の実現によ

す

り「ひとにやさしく安

る

心・快適で活力あふれ

(

るまちづくり」に寄与

１

すると考え

ます。

いつ

)

でも安全に使うことの

 

できる水道水の提供を

基

行うため、平成２７年

本

度に策定した「水安全

施

計画」に基づく水源か

策

ら給水

栓に至る統合的

目

な水質管理の実現と、

標

アセットマネジメント

の

に基づく老朽水道施設

進

の整備や更新・耐震化

捗

を進めます。維持

管理



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成 31年 4月26日 3頁

後期基本計画 平成３１年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０５ 安全で強靭な水道の持続

水道整備課長  及川　竜悦

水道総務課長　斉藤　明徳

平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度

04050100  安全な水道水の供給
1

31,000 52,894 △41.4 35,000 280,000 170,000 516,000

04050200  強靭な水道の整備と維持
2

388,000 376,570 3.0 388,000 198,000 231,000 1,205,000

04059000  【4-5 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0 0 0 0 0


